
ご自分の衛生管理の取組をチェックしましょう！ 
 

付録１ 生産衛生管理チェックシート 
 

 １．管理体制の整備 レ欄 

（１）作業手順を文書にして、作業を行う場所に置いている。   

（２）作業日誌を作成し、記録・保存している。   

（３）作業日誌、検査結果、伝票などの記録は１年間、飼料の記録は５年

間保管している。 
  

（４）取組の効果を確認するために、サルモネラなどの検査結果を確かめ
ている。 

  

 ２．農場及び施設 レ欄 

（１）農場の敷地内に自宅などがある場合、衛生管理区域とそれ以外の区

域を、柵やロープなどを利用して分けている。 
  

（２）農場（衛生管理区域）に関係ない人が入らないようにしている。  

 （３）農場（衛生管理区域）の出入口で、消毒できるようにしている。   

 （４）農場（衛生管理区域）出入口で、作業衣の着替えや作業靴のはき替
えができるようにしている。 

  

 （５）鶏舎の出入口付近に、鶏舎ごとに、手指の消毒や作業靴のはき替え
ができるようにしている。 

  

 

 （６）建物のすき間、換気扇、排水口、扉や窓などから、野生動物が鶏舎
に侵入するのを防ぐ対策を行っている。 

  

（７）鶏舎の周りの雑草を取り除き、石灰散布やコンクリート舗装を行う
など、鶏舎の周りを整備している。 

 

 （８）購入飼料の製造管理や安全管理の状況を確かめている。   

（９）購入後の飼料の微生物検査を行っている。   

 （10）飼料の保管場所に野生動物や昆虫などが侵入しないための対策を行

っている。 
  

 （11）飼料タンクや飼料保管庫内の飼料が、雨水等でぬれないよう気を付
けている。 

  

(12) 鶏ふんや死亡鶏の保管場所には、ネットを設置したり忌避剤を散布
したりするなど、適切に処理及び保管している。 

 

 （13）消毒した水を使っている。貯水槽には、タンクにふたをするなど、
野生動物のふんなどが入らないようにしている。 
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（14）排水溝、排水口は、汚物や汚水が溜まらない構造になっている。   

（15）サルモネラワクチンの使用を検討し、獣医師に相談している。  

 ３．飼養衛生管理の実施 レ欄 

（１） ひなの導入前  

① 鶏舎の壁や床のひび割れ内のすき間のほこりを除き、ふさいでいる。   

② 金網やネットが破れていないことを確かめている。   

③ 鶏舎内の昆虫やネズミなどを駆除している。   

④ 使用する器具・器材が汚れていないことを確かめ、清掃、洗浄・消毒
をしている。 

  

⑤ 空舎期間中でも、鶏舎出入口を開けたまま放置していない。   

⑥ 農場専用の作業服、鶏舎ごとの作業靴や踏込消毒槽を準備している。 
  

 

（２）鶏の導入   

導入鶏が健康であることを確かめるとともに、導入鶏のふ化日、ワク
チン接種歴、種鶏場でのサルモネラ検査の結果が陰性であることを確か
めている。 

  

（３） 誘導換羽   

鶏の健康状態を調べた上で、サルモネラ検査を行い、誘導換羽を実施
すべきかどうか判断している。 

 

（４） 日常の飼養衛生管理  

① 飼養管理者の健康状態をチェックしている。   

② 農場（衛生管理区域）の出入口では、作業衣の着替えや作業靴のはき

替えをしている。 
  

③ 鶏舎の出入口では、鶏舎ごとに専用の作業靴にはき替えている。   

④ 踏込消毒槽の消毒液が汚れていないか、使用するたび確かめている。  

⑤ 集卵装置を清潔に保ち、正常に作動していることを確かめている。   
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⑥ 鶏の様子を毎日観察し、死亡した鶏などは取り除いている。   

⑦ 鶏舎内の野生動物や昆虫などを定期的に駆除している。   

⑧ 経口ワクチンに使用する水の汚染に注意し、カルキを抜いた消毒水を
使っている。 

 

⑨ 金網やネットが破れていないことを確かめ、破れていたらすぐに直し
ている。 

  

⑩ 扇風機、換気扇、水道パイプ、飼料パイプの上のほこりは、こまめに

掃除している。 
  

⑪ 排水溝や排水口に、汚水・汚物が溜まっていないことを確かめ、溜ま

っていたら、すぐに取り除いている。 
 

（５） 鶏卵の採取   

① 集卵ベルトを作動させる前に、死亡した鶏や起立できない鶏をケージ

から取出している。 
  

② 手作業で集卵する場合、集卵前後には手指の消毒を行うか、使い捨て

の手袋を使用している。 
  

③ 卵殻の汚れた卵や、ひび割れた卵は、消毒した容器に入れて、正常卵

と区別している。 
  

（６） 鶏舎の洗浄・消毒・乾燥   

① 消毒前には、消毒薬の効果を十分に発揮させるため、鶏ふんなどを可

能な限り取り除いている。 
  

② 消毒薬を使う前に、水で十分に洗浄している。   

③ 消毒薬は、鶏舎を十分に乾燥させた後、使用方法を守って使っている。   

④ 消毒後も十分に乾燥させている。   

⑤ 洗浄や乾燥中であっても、防鳥ネットを使用するなど、鶏舎出入口を

開けたままにしていない。 
  

 


